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研究の動機 
地球温暖化の影響が広がっている現在、学
校のいたるところに生い茂っている雑草を
見て、何か活用できないかと考えたから。 

先行研究　 
バイオエタノールは、エタノール発酵により、 
サトウキビやトウモロコシなど、糖分やでん 
ぷんを多く含む植物を酵母菌により発酵さ 
せて糖を分解して、エタノールと二酸化炭 
素が生成された後、蒸留、脱水して、濃度 
99.5％以上の無水エタノールができる。 
 

研究方法 
①グルコース(糖)を作る 
１　薄めて８％にした硫酸に雑草を入れて４
時間放置 
２　残渣に75％硫酸を入れ、70度～80度で
5分放置 
３　そして純水で8.0％まで薄めオートクレ-
ブで高温・高圧の下で30分放置 
４　水酸化カルシウムで中和 
５　ろ過した後フェーリング液で反応を見る
②エタノール完成!！！！ 
１　アルコール発酵(2日間) 

必要な道具 
・オートクレーブ　・吸引ろ過装置 
・ウォーターバス　・９５％硫酸　・ビーカー 
・フェーリング剤　・測り　・水酸化バリウム　 
・純水　・水酸化カルシウム　・花壇の雑草　 

仮説 
雑草から濃硫酸法を用いてセルロースを
取り出し、できたセルロースを分解すること
でグルコースにする。さらに、グルコースを
アルコール発酵することで、バイオエタ
ノールができると思う。 

研究計画 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4～5月 ・研究に必要なものをそろえる
・実験する場所の確保

6～7月 オフシーズン

夏休み ・実験を行う

９～10月 ・考察をまとめる

11～12月 ・ポスター作成
・発表原稿作成
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せて糖を分解して、エタノールと二酸化炭 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